
 
 

                          

 

 

 

 ３１．１．１７ 

統合幕僚監部 

（お知らせ） 

 

ロシア海軍艦艇の動向について 

 

１月１６日（水）午前８時頃、海上自衛隊第４３掃海隊所属「とよしま」（下

関）及び第１航空群所属「Ｐ－３Ｃ」（鹿屋）が、下対馬の南西約１１５ｋｍの

海域を北東進するロシア海軍スラバ級ミサイル巡洋艦１隻、ウダロイⅠ級駆逐

艦１隻及びボリスチリキン級補給艦１隻の合計３隻を確認した。 
その後、これらの艦艇が対馬海峡を北上し、日本海に向けて航行したことを

確認した。 
なお、これらの艦艇は、昨年１０月９日（火）に対馬海峡を南下したものと

同一である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

統合幕僚監部  報道発表資料  

http://www.mod.go.jp/js/ 



ウダロイⅠ級駆逐艦（５４８）

ボリスチリキン級補給艦（ＢＯＲＩＳ ＢＵＴＯＭＡ）

スラバ級ミサイル巡洋艦（０１１）


